糖尿病性腎症患者の食事療法に影響を与える要因 by Sumiyoshi, Kazuko
氏 名
授 与 した 学 位
専攻 分野の名称
学 位 授 与 番 号
学位授与の 日付
学位授与の要件
学 位 論 文 題 目
住 吉 和 子
博 士
医 学
博甲第 4052 号
平成22年 3月25日
医歯学総合研究科病態制御科学専攻
(学位規則第4条第 1項該当)
InfluencingFactorsforI)ietarybehaviorsofPatients
yithDiabeticNephropathy
(糖尿病性腎症患者の食事療法に影響を与える要因)
論 文 審 査 委 員 教授 土居 弘幸 教授 荻野 景観 准教授 岡田 裕之
学 位 論 文 内 容 の 要 旨
本研究は､糖尿病性腎症患者の食事管理行動に影響する要因を明らかにすることを目的と
し､岡山大学医学部附属病院の糖尿病外来に通院している糖尿病患者を対象に調査用紙を
用いて横断調査を行った｡対象者のうち､2型糖尿病患者の122名について分析を行った｡
早期腎症期にある患者は､顕性期腎症期や腎不全期の患者と比較して､自分の腎臓の状
態を実際の状態より軽く考えていた(p=0.053)｡さらに糖尿病性腎症患者の食事管理行動に
は､問題解決的対処 (β=0.342,p<0.01)､治療への不確かさ感 (β=0.3768,p<0.01)､仕事
をしていない (β=0.367,p<0.01)ことが糖尿病腎症患者の食事管理行動にプラスに影響を
与え､予後への不安(β=･0.344,p<0.01)､ネガティブな対処行動(β=･0.354,p<0.01)､男性
(β=･0.234,p<0.005)はマイナスの影響を与えていた｡
糖尿病性腎症患者の食事管理行動には患者自身の対処行動と病気の不確かさ感が大きな
影響を与えていることから､それらに影響するソーシャルサポートに目をむけることが重
要である｡医療スタッフは､患者の認識や個人的な背景を配慮した上で家族を含めたサポ
ートが一層必要であることが示唆されたO
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､病気を自己管理できる能力に関連する要因､患者が正確に糖尿病性
腎症の病期を捉えることが出来ているかの評価､糖尿病性腎症の患者の食事に影
響を与える要因を明確にすることを目的になされた｡
本研究によって､患者は自分自身の病状を低く評価する傾向を明らかにし､患
者へのソーシャルサポートが食事管理行動に影響を与えることを明らかにしたも
のである｡こうした研究成果は､糖尿病性腎症の予後の改善に寄与するものと考
える｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
